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No.６ 

ネット時代の子どもたち ＬＩＮＥ外し   
 

 ＜アイツ誘ったの誰？＞  

 ＜参加されたら本音でしゃべれなくなるね＞  

 ＜外そうよ＞  

 

 佐賀市内の高校に通う２年生の秋月麻衣さん（１７）＝仮名＝はスマートフォンの無料通話

アプリ「ＬＩＮＥ（ライン）」に次々と書き込まれていくメッセージを見て焦った。  

 

 「早く何か返さなきゃ」。本当は仲間外れなんかに加わりたくない。それでも、みんなに同

調するように＜そうね＞と返信した。  

 

 秋月さんのクラスでは４１人中３３人がスマートフォンを持ち、誰もが参加できるＬＩＮＥ

のグループがある。書き込まれたメッセージはみんなが共有し、まるでテーブル談議している

感覚だ。  

 

 新たに参加申請をしてきた＜アイツ＞は、クラスで少し浮いている女子生徒。＜外そうよ＞

に異論は出なかった。メンバー同士、誰でも退会させられる機能を使った「ＬＩＮＥ外し」。

わずか数分後、彼女と、グループに誘った友人までもが退会させられた。  

  

ＬＩＮＥはメールと違い、送信相手が読んだかどうか表示される。「返事をしないと、無視し

たと思われるのが怖い。返信し続けることが苦痛な時もある」  

 

 ＬＩＮＥをしていない一部の生徒は翌日の会話についていけない。「昨日の続きだけどさ」。

そんな話題に無理に入ろうとすると、「イチから説明したくない」と突き放される。以前、秋

月さんは成績が落ちたのを理由に母親から午後１０時以降、スマホを取り上げられたことがあ

った。「友達に取り残されないか、すっごく焦った。死に物狂いで勉強して次の定期テストで

成績を上げた」ほどだ。  

 

 「子どもたちはネット上の『つながり』や『絆』を口にするけど、結局は仲間うちで嫌悪感

を共有し、悪口を言い合っているだけ、というケースも少なくない」。  

 

 「ＬＩＮＥ外し」が行われた翌朝。秋月さんが教室に入ると、クラスメートたちは締め出さ

れた生徒と当たり障りのない会話をしていた。でも、昨夜の出来事が頭から離れない。いつも

と違う重苦しい空気が漂っていた。指先の操作一つで左右される「つながり」。あの時、もし

みんなの意見に反対していたら－。「きっと私も外されていた」  

 

                            佐賀新聞 2013 年 10 月 15 日 

 

           優しい心を大切に。 正しいことを真っすぐに。 

何かあったら一人で抱えこまないこと。友だち、親、先生に相談しよう。 

      「ケータイ利用の心構え10カ条」  NTT docomo HPより 

[携帯利用の基本理解] 

・ 第1条  

ケータイを持つことは、他者の大切な情報と、ネット世界への様々な入り口を持つこ

とだと理解し、自分と他者をトラブルに招かないよう使い方に充分気をつける。 

・ 第2条  

思春期の自分にとって、ネット世界にはトラブルにつながる危険な情報や、罠が仕掛

けられていることもあると理解し、安全に利用するための方法も積極的に学ぶ。 

 

[ネット世界からリアル世界をまたぐトラブルの防止] 

・ 第3条  

サイト利用を通じて誰かと知り合いになったら、そのことを保護者とも共有し、自分

や他人を特定できる情報を教えたり、現実世界では会うなどはしない。 

・ 第4条  

利用した記憶のない請求が届く、知らない人から通話着信がある、不快や不安な気持

ちになるメールを受け取るなど、困ったことや不安なことがあれば、すぐに保護者へ

相談する。 

 

[利用の各種範囲] 

・ 第5条  

ケータイの利用は、つい夢中になって時間を費やしてしまうこともあると理解し、生

活習慣を崩さないよう、保護者と決めたルールや自分で決めた利用時間を守る。 

・ 第6条  

メールや通話、サイト閲覧やおサイフ機能など、ケータイ利用にかかる費用は保護者

と決めた範囲におさめる。 

 

[コミュニケーション上の注意] 

・ 第7条  

メールは少ない文字量で意思を伝え合うため、対面のコミュニケーション以上に、相

手を不快にさせたり誤解を与える表現をしないよう充分に気をつける。 

・ 第8条  

メールやサイト閲覧を通して発信した情報は文字として記録に残ること、サイトでは

多くの他の人も閲覧することなどを理解し、他人が誹謗中傷だと感じるような内容を

書かないように充分に気をつける。 

[マナー] 

・ 第9条  

外出先などの公共の場で利用するときは、周囲の人に不快感を与えず、迷惑にならな

いよう、また自分に危険が及ばないよう充分に気を配る。 

 

[ルールの大切さ] 

・ 第10条  

家庭で作ったケータイ利用のルールと選んだ設定は、ルールを見直す時まで必ず守り、

もし守れない場合はケータイの利用をやめる覚悟を持つ。 

 

    必ずお家の人と携帯・スマホルールについて話し合いましょう。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き込みをする際は、その内容に責任をもつ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セトモノとセトモノとぶつかりっこすると 

すぐこわれちゃう 

どっちかがやわらかければだいじょうぶ 

やわらかいこころを持ちましょう  

 

-   相田みつを 『にんげんだもの』より 

 

 

ＧＷの宿題 

数学  週末課題、教科書 P.19 

国語  単現別漢字学習 P.2～P.9 

英語  単語プリント 2 枚 

 

 メリハリをつけて楽しいＧＷを！ 

 


